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明 細 書

発明の名称 ：

地図差分データ配信装置、車両用ナビゲーシ ヨン装置、および地図差分デ

一夕配信方法

関連出願の相互参照

[0001 ] 本開示は、 2 0 1 3 年 4 月 1 6 日に出願 された日本出願番号 2 0 1 3 _ 0

8 5 9 9 5 号 に基づ くもので、 ここにその記載内容を援用する。

技術分野

[0002] 本開示は、車両用ナ ビゲ一シ ヨン装置に地図の差分データを配信する地図

差分データ配信装置、その地図差分データ配信装置か ら差分データが配信さ

れる車両用ナ ビゲ一シ ヨン装置、および地図差分データ配信方法に関する。

背景技術

[0003] 新 しく作 られた道路 に対応 して、地図データの一部分を更新する技術が知

られている （たとえば特許文献 1 ) 。特許文献 1 では、地図データは、車両

用ナ ビゲ一シ ヨン装置が備える記憶装置に記憶 されている。そ して、地図作

成会社において逐次作成 された更新分の地図データが無線で車両用ナ ビゲー

シ ヨン装置に配信される。

[0004] また、複数 に区分 した道路 レベル別 にデータを備える地図データが知 られ

ている （たとえば、特許文献 2 ) 。特許文献 2 に記載の地図データは、道路

レベル別 に、その道路 レベルに属する道路のネッ 卜ワークを記述 した階層構

造を有する。

[0005] 更新部分の地図データである差分データは、道路の追加や削除等、地図に

示される要素 （以下、地図要素）に変更が生 じることに起因 して作成するこ

とになる。 しか し、地図差分データを車両用ナ ビゲ一シ ヨン装置に配信する

順序は、地図要素の変更順であるとは限 らない。車両用ナ ビゲ一シ ヨン装置

の地図記憶装置の容量オーバ ーや通信データ量を考慮 して、車両用ナ ビゲー

シ ヨン装置に配信する地図差分データを、全部の地図差分データのうちの一



部 とすることも考え られるか らである。なお、全部の地図差分データを配信

すると しても、複数回に分けて配信する場合 には、最後の回の配信を行 うま

では、全部の地図差分データの一部 しか配信されていない状態が生 じる。

[0006] 全部の地図差分データのうちの一部のみを配信する場合、経路探索精度が

低下する恐れが生 じる。特 に、特許文献 2 のように階層構造を有する地図デ

—夕に対 して、全部の地図差分データのうちの一部のみを配信する場合、経

路探索精度の低下 と して、次に説明することが生 じる恐れがある。

[0007] 階層構造を有する地図データを用いた経路探索では、出発地か ら目的地 ま

でを幾つかの範囲に分け、範囲ごとに予め決 まつた階層のデータを用いて部

分的な経路 を探索することになる。ある階層で作成 した経路 と、そのす ぐ上

の階層で作成 した経路 とは連続 している必要がある。 したがって、上下の階

層でともに存在するノー ドを、それ らの階層の経路の端点 と しなければな ら

ない。上下の階層でともに存在するノー ドは、下の階層の道路が上の階層の

道路 と接続するノー ドであることか ら、以下、 このノー ドを上位道路接続 ノ

— ドという。

[0008] ここで、たとえば、ある道路の新設に伴い、その道路の近 くに存在 してい

た古い道路が削除された場合 に、その古い道路が削除されたことを示す差分

データのみを配信 して しまうとすると、上位道路接続 ノー ドまでの経路が、

本来は可能である経路 よりも遠 くなる リンクが発生 し、その結果、遠回 りに

なって しまう経路 を探索 して しまう恐れが生 じる。

先行技術文献

特許文献

[0009] 特許文献 1 ：特許第 4 6 8 2 0 8 9 号公報

特許文献2 ：特開 2 0 1 - 1 6 3 9 0 8 号公報

発明の概要

[001 0] 本開示は、上記点に鑑みて成 されたものであ り、その目的とするところは

、車両用ナ ピゲ一シ ョン装置が遠回 りになって しまう経路 を探索 して しまう

ことを抑制できる地図差分データを配信する地図差分データ配信装置、その



地図差分データ配信装置か ら差分データが配信 される車両用ナ ビゲーシ ヨン

装置、 および地図差分デ一タ配信方法 を提供することにある。

[001 1] 本 開示の第一態様 による地図差分データ配信装置は、道路の接続関係 をノ

- ドと リンクを用いて示 した道路データを階層構造で記述する元地図データ

を記憶 した地図記憶装置 を備 え、 この元地図データに基づいて経路探索 を行

う車両用ナ ビゲ一シ ヨン装置 に対 して、元地図データに含 まれていない更新

部分の地図データである差分データを逐次配信する地図差分データ配信装置

は、差分データを記憶する差分データ記憶部 と設定状態記憶部 を備 える。差

分データは、通行で きる方向が減少 した リンクである減少 リンクに対応する

少な くとも一つの リンク減少デ一タ、 および、その減少 リンクの周辺 に新設

された新設道路 に対応する少な くとも一つの リンク追加データを含む。設定

状態記憶部 は、 リンク減少データおよび リンク追加データの少な くとも一つ

の組み合わせ に対 して、 リンク追加データが配信済みでない場合 に、 リンク

減少データおよび リンク追加データの組み合わせ を 1 回であるいは リンク追

加データを リンク減少データよ りも先 に配信する配信規則 を記憶 している。

[001 2] 本 開示の第二態様 による車両用ナ ビゲ一シ ヨン装置は、本開示の第一態様

による地図差分データ配信装置か ら差分データを受信する通信部 と受信 した

差分データと、地図記憶装置 に記憶 されている元地図データとに基づいて経

路探索処理 を行 う制御部 を備 える。

[001 3] 本 開示の第三態様 による地図差分データ配信方法は、道路の接続関係 をノ

- ドと リンクを用いて示 した道路データを階層構造で記述する元地図データ

を記憶 した地図記憶装置 を備 え、 この元地図データに基づいて経路探索 を行

う車両用ナ ビゲ一シ ヨン装置 に対 して、元地図データに含 まれていない更新

部分の地図データである差分データを逐次配信する地図差分データ配信方法

である。元地図データの各階層は複数のメッシュに区切 られて道路データが

記述 されてお り、階層の うち上位階層がある下位階層は、 メッシュのそれぞ

れに対 して、そのメッシュを含む区画であ って、 1 つ上の階層 においても存

在するノー ドである上位道路接続 ノー ドを少な くとも一つ含み、そのメッシ



ュ内のすべてのリンクが同じ区画内の上位道路接続ノ一 ドに到達できるよう

になっている区画である経路区画が設定されている。地図差分データ配信方

法は、通行できる方向が減少 したリンクである減少リンクについての差分デ

—タであるリンク減少データは車両用ナビゲ一シヨン装置に配信するが、そ

の減少リンクの周辺に新設された新設道路に対応するリンク追加データは車

両用ナビゲ一シヨン装置に配信せず、また、配信済みでもないとすると、減

少リンクと同じメッシュ内に、経路区画内で上位道路接続ノー ドへ到達する

経路が存在 しないリンクが生 じる、という判定条件が成立する場合に、 リン

ク減少データとリンク追加データを、 リンク減少データとともに 1 回である

いはリンク減少データよりも先に、車両用ナビゲ一シヨン装置に配信する。

[0014] 上記第一態様から第三態様によれば、 リンク追加データをリンク減少デー

タとともに 1 回であるいはリンク減少データよりも先に車両用ナビゲ一ショ

ン装置に配信することになるので、通行できなくなった道路の代わりに、そ

の通行できなくなつた道路の近 くに新 しい道路が新設されたにも関わらず、

車両用ナビゲ一シヨン装置の経路探索処理において、その新設道路を通る経

路を探索できずに、遠回りをする経路を探索 して しまうことを抑制できる。

図面の簡単な説明

[001 5] 本開示についての上記目的およびその他の目的、特徴や利点は、添付の図

面を参照 しながら下記の詳細な記述により、より明確になる。その図面は、

[ 図1] 図 1 は、本開示が適用された地図差分データ配信システムの概略的な構

成の一例を示す図であり、

[ 図2] 図 2 は、図 1 の抽出サーバ側制御部の機能を示すプロック図であり、

[ 図3] 図 3 は、ベース地図データの構造を説明する図であり、

[ 図4] 図 4 は、経路区画を説明する図であり、

[ 図5] 図 5 は、経路探索処理において用いる道路 レベルを説明する図であり、

[ 図6] 図 6 は、地図要素のカテゴリ、サブカテゴリの例を示す図であり、

[ 図7] 図 7 ( A ) から図 7 ( C ) は、上位道路接続ノー ドに到達 しない不整合

を説明する図であり、



[ 図8] 図 8 は、依存 リス トの例 を示す図であ り、

[ 図9] 図 9 は、地図差分デ一タ配信システムにおける処理の流れを示すシ一ケ

ンス図である。

発明を実施するための形態

[001 6] < 地 図差分データ配信 シ ス テ ム 1 0 0 >

図 1 に示すように、本開示 による地図差分データ配信装置が適用された地

図差分データ配信システム 1 0 0 は、地図差分抽 出サーバ 1 、更新管理サ一

バ 2 を備 えた構成であ り、地図差分データ配信システム 1 0 0 は車両用ナ ビ

ゲ一シ ヨン装置 3 (以下、単 にナ ビゲ一シ ヨン装置 3 ) に差分データを配信

する。

[001 7] < 地 図差分抽 出サーバ 1 >

図 1 に示すように、地図差分抽 出サーバ 1 は、抽 出サーバ側通信部 1 1 、

抽 出サーバ側記憶部 1 2 、 および抽 出サーバ側制御部 1 3 を備 える。抽 出サ

—バ側通信部 1 1 は、通信網 を介 して、更新管理サーバ 2 やナ ビゲ一シ ヨン

装置 3 との間で通信 を行 う。

[001 8] 抽 出サーバ側記憶部 1 2 は、ハー ドデ ィスクな どの書 き換 え可能な記憶装

置であ り、地図差分データベース （D B ) 1 2 1 と、後述する依存 リス トが

記憶 される リス 卜記憶部 1 2 を備 える。 これ ら地図差分 D B 1 2 1 と リス

卜記憶部 1 2 2 は、 いずれも、抽 出サーバ側記憶部 1 2 の一部の記憶領域 を

用いた構造である。 また、地図差分 D B 1 1 は差分データ記憶部 に相 当 し

、 リス 卜記憶部 1 2 は設定状態記憶部 に相 当する。

[001 9] 地 図差分 D B 1 2 1 は、地図差分データを格納するデータベー ス である。

地図差分データは、ベ ー ス地図データ 5 (図 3 参照）か ら更新する必要が生

じた地図要素のデータである。ベ ー ス地図データ 5 は、元地図データに相 当

し、 この地図差分データ配信 シ ス テ ム 1 0 0 が適用される国の国土全体な ど

、予め決定されている全範囲に対する地図 （すなわち全体地図）のデータで

ある。ベ ー ス地図データ 5 の構造は図 3 、 4 を用いて後 にさ らに説明する。

[0020] 上記地図要素は、例 えば道路、 P 〇 I (Po i nts Of Interest) 、背景、地



名等を示す文字などであ り、 これ らの地図要素のデータは、例えばノー ドデ

—タおよび リンクデータか らなる道路データ、地形等を示す背景データ、地

名等を表示するための文字データ、各種施設の P O I データ等である。

[0021 ] よって、 ベ ー ス地図が作成 された後 に道路、 P 〇 I の追加変更などが生 じ

た場合 に、地図差分データと して、道路データ、 P O I データなどが作成 さ

れることになる。地図差分データは、たとえば、図示 しない外部サーバか ら

この地図差分抽出サーバに提供される。なお、い くつかの地図差分データが

まとめ られて差分グループデータが構成 される。ナ ビゲ一シ ヨン装置 3 への

配信は、 この差分グループデータを単位 と して行われる。差分グループデー

夕にまとめ られた地図差分データのそれぞれに対応する地図要素のまとまり

は差分グループという。

[0022] 抽 出サーバ側制御部 1 3 は、 C P U、 R 〇M、 R A M、バ ックアップ R A

M、 I 〇等 （いずれも図示せず）よりなるマイクロコンピュータを主体 と

して構成 される。 この抽出サーバ側制御部 1 3 は、抽出サーバ側通信部 1 1

か ら入力された各種情報 に基づき、 R O M に記憶 された各種の制御 プログラ

厶を実行することで、図 2 に示す差分グループ抽出部 1 3 1 (第 1 差分抽出

部 に相当）、依存差分グループ抽出部 1 3 2 (第 2 差分抽出部 に相当）、配

信データ作成部 1 3 3 、データ U R L 送信部 1 3 4 、配信部 1 3 5 と して機

能する。 これ ら各部の具体的処理は図 9 を用いて後述する。

[0023] < 更新管理サーバ 2 >

更新管理サーバ 2 は、管理サーバ側通信部 2 1 、更新管理 D B 2 2 、管理

サーバ側制御部 2 3 を備える。管理サーバ側通信部 2 1 は、通信網 を介 して

、地図差分抽出サーバ 1 やナ ビゲ一シ ヨン装置 3 との間で通信を行 う。

[0024] 更新管理 D B 2 2 は、地図差分抽出サーバ 1 か らナ ビゲ一シ ョン装置 3 に

配信済みの地図差分データを判別するための判別用情報 を格納 してお り、複

数のナ ビゲ一シ ヨン装置 3 が存在する場合 に、各ナ ビゲ一シ ヨン装置 3 のュ

—ザ ごとに判別用情報 を格納する。判別用情報は、例えばナ ビゲ一シ ヨン装

置 3 に配信済みの差分グループ I D である。差分グループ I D は、差分グル



— プのそれぞれ に付与 され る I D であ る。

[0025] 管 理 サ ーバ側制御部 2 3 は、 C P U 、 R O M R A M 、 バ ックア ップ R A

M 、 I 〇等 （いずれ も図示せ ず） よ りな るマイク ロコン ピュータを主体 と

して構成 され る。 この 管理 サーバ側制御部 2 3 は、管理 サーバ側通信部 2 1

、 更新管理 D B 2 2 か ら入力 された各種情報 に基 づ き、 R O M に記憶 された

各種 の制御 プログラム を実行 す る ことで、 図 9 に示 す各種 の処理 を実行 す る

[0026] < ナ ビゲ一シ ヨン装置 3 >

ナ ビゲ一シ ヨン装置 3 は、車載 のナ ビゲ一シ ヨン装置 であ って もよい し、

車両 に持 ち込み可能 な携帯型 のナ ピゲ一シ ョン装置 であ つて もよい。以降で

は、 ナ ビゲ一シ ヨン装置 3 と して車載 のナ ビゲ一シ ヨン装置 を用 いた場合 を

例 に挙 げて説 明 を行 う。

[0027] まず、 ナ ビゲ一シ ヨン装置 3 の概 略的な構成 について説 明 を行 う。 図 1 に

示 す よ うにナ ビゲ一シ ヨン装置 3 は、通信装置 3 1 、 位置検 出器 3 2 、 外部

入力 イ ンタ一 フエ一ス （I F ) 部 3 3 、 ナ ビ側記憶装置 3 4 、表 示装置 3

6 、 音 声 出力装置 3 7 、操 作 ス ィ ッチ 群 3 8 、 リモ ー トコ ン トロー ル 端末 （

以下 リモ コ ン） 3 9 、 リモ コ ン セ ンサ 4 0 、 お よび制御装置 4 1 を備 えて い

る。

[0028] 通 信装 置 3 1 は、 通信網 を介 して、地 図差分抽 出サーバ 1 や更新管理 サー

バ 2 との間で通信 を行 う。通信装置 3 1 と しては、例 えばテ レマテ イクス通

信 【こ用 し、られ る D C M (data commun i cat i on modu le) とし、つァこ車載通信 モ ン

ュ一ル な どの様 々な もの を採 用す る ことがで きる。

[0029] 位 置検 出器 3 2 は、 いずれ も周知 の加速度 セ ンサ 、 ジ ャイ ロス コ ー プ、 お

よび衛星 か らの電波 に基 づいて 自装置 の位置 を検 出す る G P S ( G loba l Pos i

t i on i ng System) 等 の衛 星測位 システムのための受信機 を有 してお り、 自装

置 のュ一ザの現在位置 （以下、 ュ一ザ位置） を逐次検 出す る。例 えば、 ュ一

ザ位置 は、緯度 経度 で表 され る座標 であ るもの とす る。 なお、位置検 出器

3 2 を上述 したセ ンサの うちの一部 で構成 して もよい し、他 のセ ンサ を用 い



る構成 としてもよい。

[0030] 外部入力 I F 部 3 3 は、車両に搭載された E C U やセンサか ら、車両状

態の情報を制御装置 4 1 が取得するためのイ ンタ一 フェースである。例えば

、外部入力 I F 部 3 3 には、車載 L A N 等を介 して車両に搭載された E C

U やセンサか ら車両状態の情報が入力されて くるものとする。車両状態の情

報の一例 としては、アクセサ リ （A C C ) 電源のオンオフの信号等がある。

[0031 ] ナ ビ側記憶装置 3 4 は、本実施形態では、 S D 力一 ドおよびその S D 力一

ドを収容するインタ一フェースか らなる。 もちろん、 S D カー ドに代えて、

その他の書 き換え可能な記憶媒体を用いてもよい。 このナ ビ側記憶装置 3 4

には地図デ一タ記憶領域が設定されている。地図データ記憶領域はたとえば

パーテ ィシ ョンにより設定されている。

[0032] この地図データ記憶領域に、前述のベ 一ス地図データ、地図差分データな

どが記憶される。よって、ナ ビ側記憶装置 3 4 は地図記憶装置に相当する。

ベ 一ス地図データは出荷時に予め地図データ記憶領域に記憶されている。一

方、地図差分データは、逐次、外部か ら取得 して記憶する。

[0033] 表示装置 3 6 は、例えばフルカラ一表示が可能なものであ り、液晶デ ィス

プレイ、有機 E L デ ィスプレイ等を用いて構成することができる。 また、音

声出力装置 3 7 は、ス ピーカ等か ら構成され、制御装置 4 1 の指示に基づい

て案内音声等を出力する。

[0034] 操作スィッチ群 3 8 は、例えば表示装置 3 6 と一体になったタツチスイツ

チ若 しくはメカニカルなスィツチ等が用いられ、スィツチ操作により制御装

置 4 1 へ各種機能の操作指示を行 う。 リモ コン 3 9 には複数の操作ス ィ ッチ

(図示せず）が設けられ、スィッチ操作によりリモコンセンサ 4 0 を介 して

各種指令信号を制御装置 4 1 に入力することにより、操作スィッチ群 3 8 と

同 じ機能を制御装置 4 1 に対 して実行させることが可能である。

[0035] 制御装置 4 1 は、 C P U、 R O M R A M、バ ックアップ R A M等よりな

るマイクロコンピュータを主体 として構成される。そ して、制御装置 4 1 は

、通信装置 3 1 、位置検出器 3 2 、外部入力 I F 3 3 、ナ ビ側記憶装置 3



4 、操作スィッチ群 3 8 、 リモコンセンサ 3 9 から入力された各種情報に基

づき、経路探索処理や図 9 に示す処理などを実行する。制御装置 4 1 での処

理の詳細については後述する。

[0036] < ベース地図データの構造>

図 3 に示すように、ベース地図データ 5 は、道路データ 5 1 と背景データ

5 2 を有する。道路データ 5 1 および背景データ 5 2 ともに、複数の階層 （

以下、 レベル）に分けられた構造である。ただ し、 レベル数は道路データ 5

1 と背景データ 5 2 で異なっており、道路データ 5 1 はレベル 0 〜 3 までの

4 階層、背景データ 5 2 はレベル 0 〜 5 までの 6 階層である。なお、道路デ

—タ 5 1、背景データ 5 2 ともにレベル数は図 3 の例に限定されない。

[0037] 背景データ 5 は、表示する道路地図において背景として描画する部分の

データである。道路データ 5 1 は、背景以外の種々のデータを含んでおり、

たとえば、経路計算などに必要な道路の接続関係を記述 したデータが含まれ

る。道路は分岐点を示すノー ドと、ノー ド間の道路区間を示す リンクを用い

て表される。

[0038] 道路データ 5 1、背景データ 5 2 ともに、地図収録領域を包含する矩形領

域を細分化 した矩形のメッシュ毎のデータ （以下、メッシュ単位データとい

う）となっている。ベース地図データ 5 は、メッシュ単位データと、メッシ

ュ単位データ群を管理するための管理データファイルと、を含むデ一タファ

ィル群で構成される。メッシュ単位データは、メッシュの配列に対応 した順

序で配列される。

[0039] < 道路データの階層構造>

道路データ 5 1 のレベルは、道路の種類 （高速道路や国道など）と、道路

間の接続関係を考慮 して決定される。たとえば、都市間を結ぶ高速道路がレ

ベル 3 の道路データ 5 1 として設定され、その他の高速道路や主要な国道が

レベル 2 の道路データに設定される。細街路や私道はレベル 0 の道路データ

5 1 とし、それ以外の道路 （レベル 2 の道路データ 5 1 に含まれていない国

道や、市内を走る一般道など）をレベル 1 の道路とする。もちろん、これら



はあ くまで一例であ り、適宜設計されれば良い。

[0040] なお、各道路 レベルに属する道路は、必ず他の道路 と接続するように、各

道路の道路 レベルが決定される。 よって、国道 n 号が他の国道 と接続せず、

一般道に しか接続 しない場合、その国道 n 号は、多 くの国道が属する道路 レ

ベルには分類 されず、一般道が属する道路 レベルに分類 される。反対に、_

般道を国道が属する道路 レベルに分類することもある。 ここでの接続には、

上位の道路 レベル との接続 も含む。つまり、必ず しも同 じ道路 レベル内で接

続されている必要はな く、上位の道路 レベルを含めて接続されていればよい

[0041 ] 各道路 レベルに属する道路 を必ず他の道路 と接続するように している理由

は、階層別 に経路計算を行 うことを考慮 しているか らである。そ して、道路

データ 5 1 は、同 じ道路のデータを一つの レベルに しか格納 していない。

[0042] 各 レベルの道路データ 5 1 は、 メッシュ単位のデータとなってお り、 また

、上位 レベルの各 メッシュは、図 3 に示すように、その下の レベルの複数の

メッシュをまとめた大 きさである。

[0043] < 道路データのメッシュに定義 される経路区画>

最上位 レベルを除 くレベルの道路データには、 さらに、各 メッシュに対 し

経路区画 5 3 が設定されている。図 4 には経路区画 5 3 とその経路区画 5 3

に対応する対応メッシュ 5 4 を示 している。経路区画 5 3 は対応メッシュ 5

4 を含む区画であ り、上位道路接続 ノー ド5 5 を少な くとも一つ含むように

設定される区画である。 また、対応メッシュ 5 4 に存在するすべての リンク

が、同 じ区画内の上位道路接続 ノ一 ド5 5 に同 じ区画内の リンクのみを経由

して到達できるようになつている。

[0044] 図 4 において、実線で示す道路 5 6 は対応メッシュ 5 4 を含んでいる レべ

ルに存在する道路であ り、破線で示す道路 5 7 は、その 1 つ上の レベルに存

在する道路 を示 している。上位道路接続 ノー ド5 5 は、それ ら道路 5 6 、 5

7 の交点になっている。すなわち、上位道路接続 ノー ド5 5 は、対応メッシ

ュ 5 4 を含んでいる レベルに存在するノー ドであって、且つ、その 1 つ上の



レベル にも存在するノ一 ドである。

[0045] よって、本実施形態のように、各道路に対応するデータが複数のレベルに

分かれて格納されている構造である道路データ 5 1 を用いた経路探索処理に

おいて、上位道路接続ノー ド5 5 を経由する経路を探索することで、複数の

レベルの道路データ 5 1 を用いた経路探索ができる。

[0046] 経路区画 5 3 は、基本サイズが設定されている。たとえば、基本サイズは

対応メッシュ5 4 を中心とする3 X 3 の大きさである。この基本サイズの範

囲に上位道路接続ノ一 ド5 5 が存在すれば、経路区画 5 3 は基本サイズとす

る。 しか し、基本サイズ内に上位道路接続ノー ド5 5 が存在 しない場合には

、上位道路接続ノー ド5 5 を含む範囲まで、経路区画 5 3 は、適宜、広げら

れる。図4 に例示 した経路区画 5 3 も、基本サイズから広げられた例である

[0047] 図 5 は、出発地から目的地までの経路を探索する経路探索処理において用

いる道路 レベル を説明する図である。経路探索処理では、まず、 レベル 0 の

道路データ 5 1 を用い、出発地を含む対応メッシュ5 4 により定まる経路区

画 5 3 の範囲内で上位道路接続ノー ド5 5 (図 5 には図示せず）へ至る部分

経路を探索する。 レベル 1 の道路データ 5 1を用いた探索では、 レベル 0 の道

路データ 5 1で探索 した部分経路の終点となっている上位道路接続ノー ド5 5

を始点としてレベル 2 の道路と接続する上位道路接続ノー ド5 5 までの部分

経路を探索する。 レベル 2 の道路データ 5 1 を用いた探索では、 レベル 1 の

道路データ 5 1で探索 した部分経路の終点となっている上位道路接続ノー ド5

5 を始点としてレベル 3 の道路と接続する上位道路接続ノー ド5 5 までの部

分経路を探索する。

[0048] 目的地側についても同様にして、 レベル 0 の道路データ 5 1 を用いて目的

地から上位道路接続ノー ド5 5 までの部分経路を探索 し、 レベル 1 の道路デ

—タ 5 1 を用いてレベル 2 の道路と接続する上位道路接続ノー ド5 5 までの

部分経路を探索 し、 レベル 2 の道路データ 5 1 を用いてレベル 3 の道路と接

続する上位道路接続ノー ド5 5 までの経路を探索する。



[0049] レベル 3 の道路データ5 1 を用いた経路探索では、出発地側において探索

された部分経路のレベル 3 の道路と接続する側の上位道路接続ノー ド5 5 と

、目的地側において探索された部分経路のレベル 3 の道路と接続する側の上

位道路接続ノー ド5 5 との間の経路を探索する。

[0050] なお、 レベル 3 においても経路区画 5 3 が設定されている。 レベル 3 の経

路区画 5 3 は、出発地および目的地を含むように設定される。 レベル 3 の経

路区画 5 3 も、あるレベルにおいて経路探索をする範囲を定めている点にお

いて、下位レベルの経路区画 5 3 と共通する。

[0051 ] < 背景データの階層構造>

図3 に示すように、背景データ5 2 は 6 階層に分けて管理されており、描

画処理時には表示縮尺に応 じてそれぞれのレベルの背景データ5 が使い分

けられる。たとえば、 レベル 0 の背景データ5 2 は、表示縮尺が 1 / 2 万〜

1 万に設定されている時の地図を描画する際に用いられ、 レベル 1 の背

景データ5 2 は、表示縮尺が 1 8 万〜 1 4 万に設定されている時の地図

を描画する際に用いられる。背景データ5 2 も、メッシュ単位のデータであ

り、道路データ5 1 が存在するレベルの背景データ5 2 のメッシュは、道路

データ5 1 と同じ大きさ、形状、位置のメッシュである。

[0052] < 差分グループデータの説明>

次に、差分グループデータについて説明する。差分グループデータは複数

の地図差分データを含む。各地図差分データは、道路や施設などの地図要素

が更新されたことに基づいて作成される。地図要素の更新は、たとえば、道

路の新設や削除、施設の追加や削除などによって生 じる。

[0053] 差分グループデータは、上記メッシュの I D であるメッシュ I D と対応づ

けられており、これにより、差分グループデータはメッシュ単位で管理され

る。また、差分グループデータには、その差分グループデータを特定する I

D (以下、差分グループ I D ) が付与されている。

[0054] 差分グループデータは、例えば更新された地図要素が交差点を挟んだ道路

区間だった場合、道路区間を表すリンクデータおよびノー ドデータの集合に



なる。他の例として、更新された地図要素が施設であった場合には、施設を

表すP 〇 I データや文字データなどの集合になる。

[0055] 差分グループは、地図要素のカテゴリおよびサブカテゴリに基づいて形成

される。図6 は、地図要素のカテゴリおよびサブカテゴリを例示する図であ

る。どのカテゴリ （あるいはサブカテゴリ）と、どのカテゴリ （あるいはサ

プカテゴリ）を同一のグループとするかは予め設定されている。一例として

は、ある道路を示すリンクと、そのリンクの周囲にある背景は同一の差分グ

ループとする、などの規則が決められている。差分グループは原則としてこ

の規則に基づいて形成される。

[0056] < 依存リストの説明>

次に、依存リストを説明する。依存リストは、差分グループ間の依存関係

を示したリストであり、依存先差分グループを依存元差分グループと同時に

1回で、あるいは、依存先差分グループを先に配信する必要があるという配

信規則に従わなければならない差分グループデータの組み合わせを示したリ

ストである。なお、ナビゲ一シヨン装置 3 からの 1回の要求に対応する配信

を 1回と数える。仮に、データ量等の関係で配信を便宜上分けたとしても、

1回の配信である。

[0057] 依存関係とは、ある地図要素 （以下、第 1地図要素）のデータを更新する

場合に予め他の地図要素 （以下、第 2 地図要素）のデータを更新しておかな

いと、ベース地図データと差分グループデータとを合わせた地図データ （以

下、単に地図データということもある）に不整合を生じさせてしまう関係を

いう。

[0058] 地図データに生じる不整合の代表例としては、第 1地図要素が、その他の

地図要素から孤立することである。孤立とは、たとえばその地図要素が道路

であれば、その道路が他の道路と接続していないことを意味する。孤立以外

の不整合の例として、経路区画内に上位道路接続ノード5 5 へ到達する経路

が存在しないリンクが発生する状態がある。後者の不整合の具体例およびそ

れを回避するための依存関係を次に説明する。



[0059] < 上位道路接続 ノ一 ド5 5 に到達 しない不整合の回避>

図 7 ( A ) か ら図 7 ( C ) は、 リンク L 1 に対応する道路 （以下、単に リ

ンク L 1 ) が新設され、代わ りに、その リンク L 1 の周辺に存在 していた リ

ンク L 2 に対応する道路 （以下、単に リンク L 2 ) が削除された例である。

また、図 7 ( A ) か ら図 7 ( C ) において、 白丸はノー ド、線分は リンクを

示 している。 また、図 7 ( A ) か ら図 7 ( C ) の例では、経路区画 5 3 内に

上位道路接続 ノー ド5 5 は一つのみである。

[0060] 図 7 ( A ) の状態は、 リンク L 2 の削除前、且つ、 リンク L 1 の新設前の

状態である。対応メッシュ 5 4 の中の リンクは全て、経路区画 5 3 の中のみ

を経由 して上位道路接続 ノー ド5 5 に到達することができる。

[0061 ] 図 7 ( B ) の状態は、 リンク L 1 が追加 され、 リンク L 2 が削除された状

態を示 している。 この図 7 ( B ) の状態でも、対応メッシュ 5 4 の中の リン

クは全て、経路区画 5 3 の中のみを経由 して上位道路接続 ノー ド5 5 に到達

することができる。

[0062] 図 7 ( C ) の状態は、 リンク L 2 の削除を示す差分データは配信 したが、

リンク L 1 の追加 を示す差分データは配信 しなかったと仮定 した例である。

この図 7 ( C ) の状態では、対応メッシュ 5 4 の中の リンク L 3 は、経路区

画 5 3 の中のみを経由するだけでは上位道路接続 ノー ド5 5 に到達すること

ができない。 この図 7 ( C ) の状態になって しまうと、前述 した経路探索処

理 に支障が生 じる。そこで、本実施形態では、 リンク L 2 の削除を示す差分

データは配信 したが、 リンク L 1 の追加 を示す差分データは配信 しない、 と

いう状態が生 じないようにする。具体的には、 リンク L 2 の削除を示す差分

データ （リンク減少データに相当）は リンク L 1 の追加 を示す差分データ （

リンク追加データに相当）に依存するという依存関係を設定する。なお、図

7 ( C ) の状態になって しまうことが設定条件および判定条件である。

[0063] 上記依存関係が設定されることで、 リンク L 2 の削除を示す差分データを

配信する際、 リンク L 1 の追加 を示す差分データが未配信であれば、 リンク

L 1 の追加 を示す差分データも同時に配信する。



[0064] この依存関係は、 リンクL 2 の削除を示す差分データを作成 して、地図差

分 D B 1 2 1 に保存する際に、依存 リス トを作成する者が依存 リス トに追加

する。

[0065] < 依存 リス トの例>

図 8 は依存 リス トの例である。なお、図 8 の例は依存 リス トを説明するた

めだけのものであり、実際の依存 リス 卜よりも簡略化 している。図 8 の依存

リス トにおいて、依存先は依存される側であり、依存元にとつてその依存先

の I Dの差分グループが先に配信されていないと地図データに不整合が生 じ

て しまう差分グループである。依存元にとつて依存先が必要であることから

、依存先を親、依存元を子とも表記 している。図 8 の例では、 I D 2 の差分

グループを配信する場合には、 I D 1 の差分グループを同時に配信する、あ

るいは配信済みである必要があることが、依存 リス 卜により規定されている

[0066] なお、差分グループは、一定の配信周期で更新される。よって、依存 リス

卜もその周期で更新する。配信周期ごとの各回の配信をリリース番号で区別

するとした場合、依存 リス トに設定される依存先と依存元は、必ず しも番号

の同じリリースに属する必要はない。依存先の差分グループは、依存元の差

分グループと同じか、それよりも過去に配信されたリリースであればよい。

[0067] < 地図差分データ配信システム 1 0 0 における処理の流れ>

次に、図 9 のシーケンス図を用いて、配信データが配信される処理の流れ

を説明する。

[0068] < t 1 . 抽出用情報送信処理 （ナビゲ一シヨン装置 3 ) >

まず、ナビゲ一シヨン装置 3 の制御装置 4 1 ( この図 9 においては、以下

、単にナビゲーシヨン装置 3 と記載）が、差分抽出用情報送信処理を行う （

t 1 ) 。差分抽出用情報送信処理は、所定の トリガを検出した場合に行う。

所定の 卜リガは、例えば自車両のA C C 電源ォンゃナピゲ一シヨン装置 3 で

の目的地設定である。自車両のA C C 電源オンは、外部入力 I F 部 3 3 を

介 して取得 したA C C 電源のォンオフの信号をもとに検出すればよい。



[0069] 差分抽出用情報送信処理では、ナ ビ側記憶装置 3 4 に記憶 されているベ一

ス地図よりも後 に作成 された地図差分データを地図差分抽出サーバ 1 および

更新管理サーバ 2 で抽出するための情報 （以下、差分抽出用情報）を、更新

管理サーバ 2 に送信する。

[0070] 差分抽出用情報は、たとえば、 自車両の A C C 電源オンを検 出 した場合 に

は、位置検 出器 3 2 で検 出 したュ一ザ位置 （緯度 経度）、ベ一ス地図デ一

タのバ一ジ ョン、および送信元を特定するための識別情報 と してのナ ビ I D

を含む。

[0071 ] また、 目的地設定を検 出 した場合の差分抽出用情報は、たとえば、位置検

出器 3 2 で検 出 したユーザ位置の座標 （緯度 経度）、 目的地の座標 （緯度

経度）、ベース地図データのバージ ョン、およびナ ビ I D を含む。経由地

の設定も行われていた場合 には、経由地の座標 （緯度 経度）も含む差分抽

出用情報 を送信する。以降では、 自車両の A C C 電源オンを検 出 した場合の

処理 をA C C オン時、 目的地設定を検 出 した場合の処理 を目的地設定時 と し

て区別する。

[0072] < t 2 . 指定情報決定処理 （更新管理サーバ 2 ) >

更新管理サーバ 2 の管理サーバ側制御部 2 3 ( この図 9 においては、以下

、更新管理サーバ 2 と記載）は差分抽出用情報 を受信すると、その差分抽出

用情報 と、更新管理 D B 2 2 でナ ビ I D別 に管理 している配信済み差分グル

—プデータとを照 らし合わせる。そ して、照 らし合わせた結果か ら、今回配

信すべ き差分グループデータが定まる差分グループ指定情報 を決定する （t

2 ) 。なお、抽出用情報 に含 まれる緯度 経度、すなわち、座標 は、抽出用

座標 に相当する。

[0073] < t 3 . 指定情報送信処理 （更新管理サーバ 2 ) >

更新管理サーバ 2 は、 t 2 時点で決定 した差分グループ指定情報 を、管理

サーバ側通信部 2 1 を介 して地図差分抽出サーバ 1 へ送信する （t 3 ) 。抽

出用情報 に含 まれる座標が抽出用座標 に相当することか ら、 これを取得する

管理サーバ側制御部 2 3 は座標取得部 に相当する。



[0074] < t 4 . 差分グループ抽出処理 （地図差分抽出サーバ 1 ) >

差分グループ指定情報を、抽出サーバ側通信部 1 1 を介して地図差分抽出

サーバ 1の抽出サーバ側制御部 1 3 が受信すると、地図差分抽出サーバ 1の

抽出サーバ側制御部 1 3 (この図9 においては、以下、地図差分抽出サーバ

と記載）の差分グループ抽出部 1 3 1が差分グループ抽出処理を行う （t

4 ) 。

[0075] 差分グループ抽出処理では、受信した差分グループ指定情報をもとに、地

図差分D B 1 1 に格納されている差分グループデータに対応する差分グル

—プ I Dのうちから、更新管理サーバ 2 に送信する差分グループ I Dを抽出

する。一例として、差分グループ I Dの抽出は以下のようにして行う。

[0076] A C Cオン時か目的地設定時かに関わらず、差分グループ抽出処理では、

今回配信する全国配信差分グループを抽出する。全国配信差分グループとは

、高速道路のように、広い範囲に跨る地図要素であって全てのユーザにとつ

て更新が望ましいと推定される差分グループである。この全国配信差分グル

—プのうち、指定情報において配信済みであることが示されている差分グル

—プを除いたものを、今回配信する全国配信差分グループとして抽出する。

[0077] 一例として、道路種別が高速道路であるリンクを含む差分グループは、全

国配信対象差分グループと判別する。全国配信対象差分グループの差分グル

—プ I Dを、以降では全国配信 I D と呼ぶ。

[0078] A C Cオン時の差分グループ抽出処理では、差分抽出用情報に含まれるュ

一ザ位置の緯度 経度を中心とした所定の矩形範囲 （以下、要求矩形範囲）

に少なくともメッシュの一部が含まれる前述のメッシュ I Dを決定する。こ

こで決定したメッシュ I Dにより特定されるメッシュが第 1差分抽出部 （第

差分抽出工程）における地域範囲である。

[0079] 所定の矩形範囲は、ユーザの平均的な一曰の行動範囲に基づいて決定する

。そして、決定したメッシュ I Dが示すメッシュ内に含まれ、且つ、まだ配

信していない差分グループ （以下、個人配信差分グループ）を抽出する。な

お、今回配信する全国配信対象差分グループと重複するものについては、抽



出対象外 とする。

[0080] 目的地設定時の差分グループ抽出処理では、差分抽出用情報 に含 まれるュ

一ザ位置の緯度 経度および 目的地の緯度 経度 を中心 と した要求矩形範囲

に少な くともメッシュの一部が含 まれるメッシュ I D を決定する。差分抽出

用情報 に経由地の緯度 経度 も含 まれる場合 には、経由地の緯度 経度 を中

心 と した要求矩形範囲に少な くともメッシュの一部が含 まれるメッシュ I D

も決定する。

[0081 ] また、ュ一ザ位置か ら目的地 までの経路探索を実施 し、探索 した経路がの

つたメッシュのメッシュ I D も決定する。経路探索については、公知の経路

探索方法に従 って行 う構成 とすればよい。そ して、決定 したメッシュ I D が

示すメッシュ内に含 まれ、且つ、 まだ配信 していない差分グループを抽出す

る。 この差分グループも以降は個人配信差分グループと呼ぶ。なお、全国配

信対象差分グループと重複するものについては、抽出対象外 とする。個人配

信差分グループの差分グループ I D を、以降では個人配信 I D と呼ぶ。

[0082] < t 5 . 依存先差分グループ抽出処理 （地図差分抽出サーバ 1 ) >

差分グループが抽出された場合 には、地図差分抽出サーバ 1 の依存先差分

グループ抽出部 1 3 2 が依存先差分グループ抽出処理 を行 う （t 5 ) 。 この

処理では、図 8 に例示 した依存 リス トを参照 して、差分グループ抽出処理で

抽出 した差分グループが依存する先である依存先差分グループを抽出する。

なお、ナ ビ I D で特定されるナ ビゲ一シ ヨン装置 3 に配信済みの依存先差分

グループは抽出対象外 とする。依存先差分グループの差分グループ I D を、

以降では依存先差分 I D と呼ぶ。

[0083] なお、差分グループ抽出処理で差分グループが抽出されなかった場合 には

、差分グループな しと して結果を更新管理サーバ 2 に返 し、 t 5 以降の処理

は行わない。

[0084] 前述 したように、依存 リス トには、上位道路接続 ノー ド5 5 に到達 しない

不整合 を回避するための依存関係 も設定されている。 したがって、 この依存

先差分グループ抽出処理 を実行することで、図 7 ( C ) に示 した例のように



、 リンクの削除を示す差分データだけが配信されて しまい、経路区画 5 3 の

中で上位道路接続ノ一 ド5 5 に到達する経路が存在 しなくなつて しまうリン

クが発生することを防止できる。

[0085] < t 6 . 差分グループ I D送信処理 （地図差分抽出サーバ 1 ) >

地図差分抽出サーバ 1 は次に差分グループ I D送信処理を行う （t 6 ) 。

差分グループ I D送信処理では、差分データ抽出処理で抽出した差分グルー

プ及び依存差分グループ抽出処理で抽出した依存差分グループの差分グルー

プ I D を、抽出サーバ側通信部 1 1 を介 して更新管理サーバ 2 へ送信する。

[0086] < t 7 . 未更新差分グループ抽出処理 （更新管理サーバ 2 ) >

更新管理サーバ 2 は、差分グループ I D を受信すると、未更新差分グル一

プ抽出処理を行う （t 7 ) 。未更新差分グループ抽出処理では、受信 した差

分グループ I Dが示す差分グループのうちの、ナビゲ一シヨン装置 3 に未配

信の差分グループ （以下、未更新差分グループ）を抽出する。一例としては

、受信 した差分グループ I Dから、更新管理 D B 2 2 に格納 している配信済

みの差分グループ I D を除いた差分グループ I D を抽出することで、未更新

差分グループを抽出する。

[0087] 未更新差分グループ抽出処理で未更新差分グループが抽出されなかった場

合には、未更新差分グループな しとして、結果を地図差分抽出サーバ 1 に返

す構成とすればよい。未更新差分グループな しの場合には、 t 7 以降の処理

は行わない。

[0088] < t 8 . 未更新差分グループ送信処理 （更新管理サーバ 2 ) >

管理サーバ側制御部 2 3 が、未更新差分グループ送信処理を行う （t 8 )

。未更新差分グループ送信処理では、未更新差分グループ抽出処理で抽出し

た未更新差分グループの差分グループ I D を、管理サーバ側通信部 2 1 を介

して地図差分抽出サーバ 1へ送信する。未更新差分グループの差分グループ

I D を、以降では未更新グループ I D と呼ぶ。

[0089] < t 9 . 配信データ作成処理 （地図差分抽出サーバ 1 ) >

地図差分抽出サーバ 1 は、未更新グループ I D を受信すると、配信データ



作成部 1 3 3 により配信データ作成処理 を行 う （t 9 ) 。配信データ作成処

理では、差分グループ抽出処理、依存先差分グループ抽出処理で抽出 した差

分グループ、依存先差分グループを、必要に応 じて規定の通信サイズに収 ま

るデータに分割 圧縮等 して、配信データを作成する。作成 した配信データ

は H D D 等の大容量の記憶装置に格納する。

[0090] < t 1 0 . データ U R L 送信処理 （地図差分抽出サーバ 1 ) >

地図差分抽出サーバ 1 は、次に、データ U R L 送信部 1 3 4 がデータ U R

L 送信処理 を行 う （t 1 0 ) 。データ U R L 送信処理では、前述の配信デー

タ作成処理で作成 して記憶装置に格納 した配信データのァ ドレス を示すデ一

タ U R L および配信データに含む差分グループ I D を、抽出サーバ側通信部

1 を介 して更新管理サーバ 2 へ送信する。

[0091 ] < t 1 1 . データ U R L 中継処理 （更新管理サーバ 2 ) >

地図差分抽出サーバ 1 か ら送信されたデータ U R L を、管理サーバ側通信

部 2 1 を介 して更新管理サーバ 2 の管理サーバ側制御部 2 3 が受信すると、

更新管理サーバ 2 はデータ U R L 中継処理 を行 う （t 1 1 ) 。データ U R L

中継処理では、受信 したデータ U R L を、管理サーバ側通信部 2 1 を介 して

ナ ビゲ一シ ヨン装置 3 へ送信する。 また、更新管理サーバ 2 は、地図差分抽

出サーバ 1 か ら送信された差分グループ I D を、配信済みの差分グループ I

D と して更新管理 D B 2 に格納する。

[0092] < t 1 . 差分データ取得処理 （ナ ビゲ一シ ヨン装置 3 ) >

更新管理サーバ 2 か ら送信されたデータ U R L をナ ビゲ一シ ヨン装置 3 が

受信すると、ナ ビゲ一シ ヨン装置 3 は差分データ取得処理 を行 う （t 1 2 )

。差分データ取得処理では、受信 したデータ U R L が示すァ ドレスにァクセ

スを行い、そのァ ドレスに格納されている配信データの送信を要求する。

[0093] < t 1 3 . 配信処理 （地図差分抽出サーバ 1 ) >

上記要求を受信 した地図差分抽出サーバ 1 は、配信部 1 3 5 により配信処

理 を行 う （t 1 3 ) 。ナ ビゲ一シ ヨン装置 3 か ら要求された配信データを、

抽出サーバ側通信部 1 1 を介 してナ ビゲ一シ ヨン装置 3 へ配信する。



[0094] < t 1 4 . 更新処理 （ナビゲ一シヨン装置 3 ) >

地図差分抽出サーバ 1 から配信された配信データを受信すると、ナビゲ一

シヨン装置 3 は、その配信データをナビ側記憶装置 3 4 の地図データ記憶領

域に格納する （t 1 4 ) 。 この時点で行うのは格納までであり、ベース地図

と差分グループの合成は、地図データをもとにして案内を行うアプリケ一シ

ョンプログラムで必要となるタイミング （たとえば経路探索処理の実行時）

で行う。

[0095] なお、配信データ作成処理で作成 した配信データは、地図差分抽出サーバ

1以外のサーバに格納する構成としてもよい。この場合には、差分データ取

得処理において、配信データが格納されたサーバにナビゲ一シヨン装置 3 が

配信データの送信を要求 し、配信データが格納されたサーバが配信データを

配信する。

[0096] 以上、説明 した本実施形態の地図差分データ配信システム 1 0 0 は、上位

道路接続ノー ド5 5 に到達 しない不整合を回避するための依存関係を設定 し

た依存 リス ト （図 8 ) を備えている。そ して、ナビゲ一シヨン装置 3 から取

得 した座標に基づいて定まる地域範囲の差分グループを抽出するだけでなく

(図 9 の t 4 ) 、抽出した差分グループを依存元とする依存関係が依存 リス

卜 （図 8 ) に設定されていれば、その依存 リス 卜から定まる依存先差分グル

—プも抽出する （t 5 ) 。そ して、その依存先差分グループがナビゲ一ショ

ン装置 3 に未配信であれば、その依存先差分グループもナビゲ一シヨン装置

3 に配信する。これにより、削除された道路の代わりに、その道路の近 くに

新 しい道路が新設されたにも関わらず、ナ ピゲ一シ ョン装置 3 の経路探索処

理において、その新設道路を通る経路を探索できずに、遠回りをする経路を

探索 して しまうことを抑制できる。

[0097] 以上、本開示の実施形態を説明 したが、本開示は上述の実施形態に限定さ

れるものではなく、次の実施形態も本開示の技術的範囲に含まれ、さらに、

下記以外にも要旨を逸脱 しない範囲内で種々変更 して実施することができる



[0098] (変形例 1 )

前述の実施形態では、リンク減少データの例として、リンクL 2 (削除リ

ンク）の削除を示す差分データを示していたが、他に、通行できる方向が減

少したリンクについての差分デ一タとしては、通行できる方向の規制が追加

されたリンクについての差分デ一夕がある。

[0099] 本開示は、実施例に準拠して記述されたが、本開示は当該実施例や構造に

限定されるものではないと理解される。本開示は、様々な変形例や均等範囲

内の変形をも包含する。加えて、様々な組み合わせや形態、さらには、それ

らに一要素のみ、それ以上、あるいはそれ以下、を含む他の組み合わせや形

態をも、本開示の範疇や思想範囲に入るものである。



請求の範囲

[ 請求項 1] 道路の接続関係 をノー ドと リンクを用いて示 した道路データを階層

構造で記述する元地図データを記憶 した地図記憶装置 （3 4 ) を備 え

、 この元地図データに基づいて経路探索 を行 う車両用ナ ビゲ一シ ヨン

装置 （3 ) に対 して、

前記元地図デ一夕に含 まれていない更新部分の地図デ一タである差

分データを逐次配信する地図差分データ配信装置であ って、

前記差分データを記憶する差分データ記憶部 （1 2 1 ) と、前記差

分データは、通行で きる方向が減少 した リンクである減少 リンクに対

応する少な くとも一つの リンク減少デ一タ、 および、その減少 リンク

の周辺 に新設 された新設道路 に対応する少な くとも一つの リンク追加

データを含み、

前記 リンク減少データおよび前記 リンク追加データの少な くとも一

つの組み合わせ に対 して、前記 リンク追加データが配信済みでない場

合 に、前記 リンク減少データおよび前記 リンク追加データの組み合わ

せ を 1 回であるいは前記 リンク追加データを前記 リンク減少データよ

りも先 に配信することが規定された配信規則 を記憶 した設定状態記憶

部 ( 1 2 ) を備 えている地図差分データ配信装置。

[ 請求項 2 ] 前記元地図データの各階層は複数のメッシュに区切 られて道路デー

夕が記述 されてお り、前記階層の うち上位階層がある下位階層は、前

記 メッシュのそれぞれに対 して、そのメッシュを含む区画であ って、

1 つ上の階層 においても存在するノー ドである上位道路接続 ノー ドを

少な くとも一つ含み、そのメッシュ内のすべての リンクが同 じ区画内

の前記上位道路接続 ノー ドに到達で きるようにな つている区画である

経路 区画が設定されてお り、

前記配信規則 は、設定条件が成立する前記 リンク減少データおよび

前記 リンク追加データに対 して記憶 されてお り、

前記設定条件が、前記 リンク減少データに対応する前記減少 リンク



が通行で きな くな り、且つ、前記 リンク追加データに対応する前記新

設道路 は追加 されない状態 を仮定すると、前記減少 リンクと同 じメッ

シュ内に、前記経路 区画内で前記上位道路接続 ノー ドへ到達する経路

が存在 しない リンクが発生するという条件である請求項 1 に記載の地

図差分データ配信装置。

[ 請求項3] 前記差分データ記憶部 に記憶 されている差分データか ら前記車両用

ナ ビゲーシ ヨン装置 に配信する差分データを抽 出する地域範囲を設定

するための座標 である抽 出用座標 を、前記車両用ナ ビゲ一シ ヨン装置

か ら取得する座標取得部 （2 3 ) と、

その座標取得部で取得 した抽 出用座標 に基づいて、前記差分データ

記憶部 に記憶 されている差分デ一タか ら前記車両用ナ ビゲ一シ ヨン装

置 に配信する差分データを抽 出する地域範囲を決定 し、その地域範囲

に含 まれてお り、且つ、前記車両用ナ ビゲ一シ ヨン装置 に未配信の差

分データを、前記車両用ナ ビゲーシ ヨン装置 に配信する差分データと

して抽 出する第 1 差分抽 出部 （1 3 1 ) と、

前記第 1 差分抽 出部で抽 出 した差分データと前記設定状態記憶部 に

記憶 されている配信規則 とに基づいて、前記第 1 差分抽 出部で抽 出 し

た差分データが前記 リンク減少データである場合 に、その リンク減少

データとともに配信する リンク追加データを前記差分データ記憶部か

ら抽 出する第 2 差分抽 出部 （1 3 2 ) と、

それ ら第 1 差分抽 出部 と第 2 差分抽 出部で抽 出 した差分データを前

記車両用ナ ビゲ一シ ヨン装置 に配信する配信処理部 （1 3 5 ) と、

を備 えている請求項 1 または 2 に記載の地図差分データ配信装置。

[ 請求項4] 請求項 1 〜 3 のいずれか 1 項 に記載の地図差分データ配信装置 （1

0 0 ) か ら前記差分データを受信する通信部 （3 1 ) と、

受信 した前記差分データと、前記地図記憶装置 に記憶 されている前

記元地図データとに基づいて経路探索処理 を行 う制御部 （4 1 ) とを

備 える車両用ナ ビゲ一シ ヨン装置。



[ 請求項 5] 道路 の接続関係 をノー ドと リンクを用いて示 した道路データを階層

構造で記述する元地図データを記憶 した地図記憶装置 を備 え、 この元

地図データに基づいて経路探索 を行 う車両用ナ ビゲーシ ヨン装置 に対

して、前記元地図デ一夕に含 まれていない更新部分の地図デ一タであ

る差分データを逐次配信する地図差分データ配信方法であ って、

前記元地図デ一タの各階層は複数のメッシュに区切 られて道路デ一

夕が記述 されてお り、前記階層の うち上位階層がある下位階層は、前

記 メッシュのそれぞれに対 して、そのメッシュを含む区画であ って、

1 つ上の階層 においても存在するノー ドである上位道路接続 ノー ドを

少な くとも一つ含み、そのメッシュ内のすべての リンクが同 じ区画内

の前記上位道路接続 ノー ドに到達で きるようにな つている区画である

経路 区画が設定されてお り、

通行で きる方向が減少 した リンクである減少 リンクに対応する前記

差分データである リンク減少データは前記車両用ナ ビゲ一シ ョン装置

に配信するが、その減少 リンクの周辺 に新設 された新設道路 に対応す

る前記差分データである リンク追加データは前記車両用ナ ビゲーシ ョ

ン装置 に配信せず、 また、配信済みでもないとすると、前記減少 リン

クと同 じメッシュ内に、前記経路 区画内で前記上位道路接続 ノー ドへ

到達する経路が存在 しない リンクが発生する、 という判定条件が成立

する場合 に、

前記 リンク追加データを、前記 リンク減少データとともに 1 回であ

るいは前記 リンク減少データよ りも先 に、前記車両用ナ ビゲ一シ ヨン

装置 に配信する地図差分データ配信方法。

[ 請求項6] 前記差分データを記憶 した差分データ記憶部か ら前記車両用ナ ビゲ

ーシ ヨン装置 に配信する差分データを抽 出する地域範囲を設定するた

めの座標 である抽 出用座標 を、前記車両用ナ ビゲ一シ ヨン装置か ら取

得する座標取得工程 （t 2 ) と、

その座標取得工程で取得 した抽 出用座標 に基づいて、前記差分デー



タ記憶部 に記憶 されている差分データか ら前記車両用ナ ビゲーシ ョン

装置 に配信する差分データを抽 出する地域範囲を決定 し、その地域範

囲に含 まれてお り、且つ、前記車両用ナ ビゲ一シ ヨン装置 に未配信の

差分データを、前記車両用ナ ビゲーシ ヨン装置 に配信する差分データ

と して抽 出する第 1 差分抽 出工程 （t 4 ) と、

前記第 1 差分抽 出工程で抽 出 した差分データと、前記判定条件 に基

づいて予め設定された規則であ って、前記 リンク追加データを前記 リ

ンク減少データとともに 1 回であるいは前記 リンク減少データよ りも

先 に配信する前記 リンク減少データおよび前記 リンク追加データの組

み合わせ を規定 した配信規則 とに基づいて、前記第 1 差分抽 出工程で

抽 出 した差分データが前記 リンク減少データである場合 に、その リン

ク減少デー夕とともに配信する リンク追加データを前記差分データ記

憶部か ら抽 出する第 2 差分抽 出部 （t 5 ) と、

それ ら第 1 差分抽 出工程 と第 2 差分抽 出工程で抽 出 した差分データ

を前記車両用ナ ビゲ一シ ヨン装置 に配信する配信処理工程 （t 1 3 )

と、

をさ らに含む請求項 5 に記載の地図差分データ配信方法。
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